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訂正四半期報告書等の提出及び四半期決算短信の訂正に関するお知らせ 

 

当社は、平成23 年3月25日付「平成23年度四半期決算短信等の訂正の可能性に関するお知らせ」においてお知らせし

ております通り、平成23年3月期中（平成22年4月1日～平成22年12月31日）において開示または提出した四半期決算短信

および四半期報告書の訂正の可能性について協議・精査を続けておりましたが、本日、下記の通り、四半期決算短信を訂

正するとともに、訂正四半期報告書を関東財務局へ提出する予定ですので、お知らせいたします。 

なお、訂正後の四半期連結財務諸表につきましては、アスカ監査法人より四半期レビューを受け、改めて無限定適正意

見の四半期レビュー報告書を受領しております。 

 

記 

 

１． 訂正の理由 

本件は、既にお知らせしております通り、当社の連結対象子会社であるシアター・テレビジョンにおける番組コン

テンツに係る会計処理について見直しを行った結果によるものであります。 

株式会社シアター・テレビジョンは、劇場・舞台芸術専門委託放送事業を中心に、その他、ネット配信などによる自

社制作および他者制作の番組コンテンツの提供、視聴覚物の制作・配給・興行事業等を行っております。同社は、平

成２１年２月に当社の連結対象子会社となって以来、放送/配信番組の内容を変更し、また、他社からの購入番組数

を減らして、多くの自社制作番組による編成方針に切り替え、事業を展開してまいりました。 

これら自社制作された番組コンテンツ資産に係る会計処理としましては、それぞれの会社がコンテンツの内容や

資産性（利用状況）などに応じた判断により個々のコンテンツの償却期間を設け、減価償却を行っていくことになって

おりますが、同社においてはこれまで、上記新番組が制作された時点からの年数経過が浅く、コンテンツ利用の実績

データも少なかったため、全ての番組コンテンツについて１２ヶ月の償却期間を設定して会計処理を行ってまいりま

した。 

しかしながら、同社の子会社化から２年以上が経過し、その間の制作番組は250本を超え、放送/配信番組全体に

おける自社制作番組の比率が大幅に増加するとともに、それらの番組コンテンツの会計処理についてどうあるべきか、

当社としても様々な調査や協議を重ねてまいりました。その結果、同社が制作した番組の多くは、長期に渡って放映

に耐える内容のものであり、また中期的番組編成方針においても、制作された時点から１年を超えた後の再放送・再

配信の実績および予定が組まれているものが多く、そのことから鑑みると、これらのコンテンツの償却期間は、１２ヶ

月を超える複数年に設定されてしかるべきものであるという結論に至ったため、当社としては、償却期間の変更を行う

方針を決定いたしました。 

この件についての調査・検討には多くの時間を要し、上記の結論に至ったのは、平成23年度3月期第４四半期にな

ってからであり、既に同第１四半期から第３四半期の決算を終えた後でありましたが、償却期間の変更を行うにあたっ

て、同第４四半期からの適応となると、同一期中において同一コンテンツの会計処理方法に齟齬が生じることとなりま

す。当社としましては、この件についても協議・検討を行いましたが、平成23年度3月期中の一年間を通した平均的な

再放送・再配信の実績を鑑みると、同一期中での齟齬は避けることが、より経済的実態に即した会計処理を適用する

店 



ことになるものとの判断に至り、第１四半期に遡っての訂正を行う方針を決定いたしました。 

その後、当社の会計監査人である三優監査法人（当時）および、同監査法人退任後は、引き続き一時会計監査人

であるアスカ監査法人と、本件について協議・精査を重ねた結果、本日、訂正四半期報告書の提出および四半期決

算短信の訂正を行うこととなりました。 

 

なお、コンテンツ資産の償却期間変更後の会計処理に伴って、減価償却額の訂正の他、少数株主持分損益にお

いても訂正が生じることとなります。それぞれの影響額は以下の通りとなります。 

（単位：千円） 

平成23年3月期（累計） 第一四半期 第二四半期 第三四半期 

償却期間変更に伴う影響額 １５,９１４ ３１,０７５ ４３,５９０ 

少数株主持分損益再計算による影響額 １,９９１ ３,８８８ ２,２８３ 

 

また、本件の訂正と合わせ、アスカ監査法人による指摘事項を受け、以下の軽微な訂正を行っております。 

（単位：千円） 

平成23年3月期（累計） 第一四半期 第二四半期 第三四半期 

資産除去債務の再計算による影響額 １３４ ３１２ ７５２ 

営業外収益内項目と特別利益内項目との表示組換
訂正 

※営業利益、当期純利益に影響はありません 
３,５７４ ７,４９２ ８,７３０ 

 

２． 訂正短信等 

決算期 文書名 開示日 

平成２３年３月期 平成２３年３月期 第１四半期決算短信（連結） 平成２２年８月４日 

平成２３年３月期 平成２３年３月期 第２四半期決算短信（連結） 平成２２年１１月５日 

平成２３年３月期 平成２３年３月期 第３四半期決算短信（連結） 平成２３年２月７日 

 

３． 訂正報告書等 

決算期 文書名 提出日 

平成２３年３月期 四半期報告書 第４０期第１四半期 平成２２年８月１３日 

平成２３年３月期 四半期報告書 第４０期第２四半期 平成２２年１１月１５日 

平成２３年３月期 四半期報告書 第４０期第３四半期 平成２３年２月１４日 

 

４． 訂正の概要 

（単位：百万円） 

連結業績（累計） 訂正前 訂正後 訂正額 

平成23年3月期 第一四半期 

売上高 ７３６ ７３６ ― 

営業利益 △２１３ △１９８ １５ 

経常利益 △２１３ △２００ １３ 

四半期純利益 △１７７ △１６２ １５ 

平成23年3月期 第二四半期 

売上高 １,７１０ １７１０ ― 

営業利益 △３４４ △３１２ ３２ 

経常利益 △３６２ △３３８ ２４ 

四半期純利益 △３２９ △３０１ ２８ 

平成23年3月期 第三四半期 

売上高 ２,７４０ ２７４０ ― 

営業利益 △４７３ △４２９ ４４ 

経常利益 △５１０ △４７５ ３５ 

四半期純利益 △５１６ △４７４ ４２ 

 

以上 


